
正しいごみ出しにご協力を
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道
隆
寺
下
遺
跡
の
発
掘
調
査

は
、
平
成
７
年
７
月
19
日
に
始
ま

り
同
年
９
月
11
日
に
終
了
し
た
。

府
中
町
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
と

し
て
は
、
昭
和
30
〜
40
年
代
の
数

次
に
わ
た
っ
て
、
広
島
大
学
考
古

学
研
究
室
が
実
施
し
た
下
岡
田
遺

跡
以
来
、
実
に
30
年
ぶ
り
の
本
格

的
な
発
掘
と
な
っ
た
の
で
、
広
報

誌
や
新
聞
報
道
の
効
果
も
あ
り
、

期
間
中
は
町
内
の
人
た
ち
や
広
島

市
内
か
ら
も
見
物
に
来
た
り
、
中

に
は
飛
び
入
り
で
作
業
に
参
加
し

た
中
・
高
校
生
も
い
た
。

　

道
隆
寺
下
遺
跡
の
発
掘
に
は
、

近
所
の
人
た
ち
と
数
名
の
大
学
生

の
若
者
た
ち
が
作
業
員
と
し
て
参

加
し
て
く
れ
た
の
で
、
大
変
よ
い

発
掘
と
な
っ
た
。
多
く
の
地
元
の

人
が
農
作
業
経
験
者
で
あ
っ
た
た

め
、
少
し
ず
つ
土
を
剥は

ぎ
取
る
作

業
が
大
変
丁
寧
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
た
だ
、
大
学
生
の
若
者
は
体

力
に
自
信
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
ど

ん
掘
り
下
げ
て
し
ま
い
、
う
っ
か

り
す
る
と
遺
講
を
壊
し
か
ね
な
い

危
う
さ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
一
日

の
作
業
開
始
と
終
了
時
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
調
査
の
意

義
と
出
土
品
の
説
明
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
埋
蔵
文
化
財
や
、
ふ
る

さ
と
の
身
近
な
歴
史
に
対
す
る
学

生
の
理
解
を
深
め
る
、
よ
い
機
会

で
あ
っ
た
。

　

道
隆
寺
下
遺
跡
は
、
元
は
水
田

休
耕
地
で
あ
っ
た
た
め
、
地
表
か

ら
約
45
セ
ン
チ
の
第
一
層
の
表
土

層
は
、
田た

ん

ぼ圃
の
土
特
有
の
黒
色
有

機
土
層
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、こ
の

層
の
み
を
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
で
剥

ぎ
取
っ
た
が
、
普
通
の
発
掘
で
は

こ
ん
な
こ
と
を
し
な
い
。か
つ
て
、

ダ
ム
水
没
予
定
地
の
古
墳
や
、
中

国
縦
貫
道
建
設
予
定
地
の
遺
跡
を

発
掘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
鬱う

っ
そ
う蒼

と
茂
っ
た
雑
木
林
の
伐ば

っ

採さ
い

か
ら
、

表
ひ
ょ
う

土ど

剥は

ぎ
な
ど
を
発
掘
調
査
員
も

作
業
員
と
一
緒
に
行
う
た
め
、
土

砂
の
運
搬
か
ら
シ
ャ
ベ
ル
や
つ
る

は
し
、
鍬
を
使
っ
て
の
肉
体
的
な

重
労
働
が
で
き
な
け
れ
ば
、
一
人

前
の
考
古
学
者
と
呼
ば
れ
な
か
っ

た
。し
か
し
、今
は
重
労
働
か
ら
解

放
さ
れ
て
、
発
掘
調
査
員
が
観
察

や
記
録
、
写
真
撮
影
な
ど
に
専
念

で
き
る
体
制
が
で
き
て
い
る
。
こ

の
世
界
に
も
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
が
進
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

道
隆
寺
下
遺
跡
の
第
二
層
は
、

厚
さ
40
セ
ン
チ
の
黄
色
の
褐か

っ
し
ょ
く色

土

層
で
、
遺
物
は
全
く
見
ら
れ
ず
、

第
一
層
水
田
耕
作
土
の
床ゆ

か

土つ
ち

で
あ

る
た
め
、
こ
の
層
か
ら
シ
ャ
ベ
ル

を
使
っ
て
の
人
海
戦
術
を
行
い
、

二
・
三
日
で
き
れ
い
に
剥は

ぎ
取
っ

た
。し
か
し
、第
三
層
は
厚
さ
二
十

セ
ン
チ
の
遺い

物ぶ
つ

包ほ
う

含が
ん

層そ
う

で
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
層
か
ら
は
移
植
ゴ
テ

と
竹
ヘ
ラ
で
、
丁
寧
に
少
し
ず
つ

剥は

が
し
、出
土
遺
物
を
発
掘
し
た
。

こ
の
下
の
第
四
層
は
暗あ

ん

茶ち
ゃ

褐か
っ
し
ょ
く色

土

層
で
、
遺
物
は
何
一
つ
出
な
か
っ

た
。
第
五
層
は
き
れ
い
な
褐
色
土

層
で
地じ

山や
ま

（
人
の
手
が
入
ら
ず
天

然
の
ま
ま
の
状
態
）
で
あ
る
。
道

隆
寺
下
遺
跡
の
出
土
遺
物
は
、
須す

恵え

器き

片
、
土は

じ師
質し

つ

土
器
片
、
平ひ

ら

瓦
が
わ
ら

、

円え
ん

面め
ん

硯
す
ず
り

、
素そ

弁べ
ん

蓮れ
ん

華げ

文も
ん

丸ま
る

瓦
が
わ
ら

な
ど

が
あ
っ
た
。

　

府
中
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第
68
回
〕　

道
隆
寺
⑪

発掘風景

午前8時30分までにごみステーションに出してください。

7 ／ 20
(月／祝)

北部 普通ごみ（月・木曜日収集地区）

南部
有価物　（月曜日地区)
ビン・缶・金属類・新聞・雑誌・布類
ダンボール

※環境センターへのごみの持ち込みは受け付けていません。

　品目別に順番（新聞・雑誌、ダンボール、布類、ビン・缶の
順）に収集します。後から出されたごみは収集されません。ご
みは、品目別に離して置いてください。
※８時30分以降のごみ出しは絶対におやめください。 
少しでも多くの有価物を再商品化、再資源化するために、みな
さんのご協力をお願いします。

ごみの 特 別 収 集

有価物の収集方法は…

●ビン・缶
　中身を空にし、洗う。ビンのふたは必ずはずす。
スプレー缶は必ず使い切り、穴を開けずに出す。

●布
　雨にぬれるとカビが発生しやすくなり、再利用で
きないので、袋の口をしっかり縛るか、天気のよい
日に出す。布団・毛布・枕・カーテン・パットは大
型ごみ。クッション・座布団・ぬいぐるみは普通ご
み（30㎝以上は大型ごみ）。バッグは普通ごみ。

●新聞・雑誌・本類・ダンボール
　雨にぬれてもかまわないので、袋に詰めず、ひも
で縛る。菓子箱など厚紙でできた箱は普通ごみ。引
越等で多量に出たダンボールは自己搬入を。（受付時
間は祝日、年末年始を除く月～金曜日　午前９時～
11時30分　午後1時～３時30分）

有価物はルールを守って出しましょう
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド


